
建

長

寺

の

鐘

銘

西

尾

賢

隆

は

じ

め

に

『輝學研 究』 第85号,2007年2月119

先
に

「蘭
漢
道
隆
の
四
六
文
」
(『文
藝
論
叢
』
六
八
号
、
若
槻
俊
秀
教
授
退
休
記
念
論
集
、
二
〇
〇
七
年
)
と
題
し
て
、

『大
覚
録
』

の
う
ち
、

に
ん

常
楽
寺

・
建
長
寺
で
の
語
録
か
ら
四
六
文
を
摘
出
し
た
。
こ
の
論
考
で
は
、
建
寧
寺
語
録
、
鐘
銘

・
小
参
に
つ
い
て
の
四
六
文
を
見
る
こ

と

に
す
る

(『大
覚
録
』
の
番
号
は
、
高
木
宗
監

『開
山
大
覚
禅
師
語
録
集
羅

篇
』
建

長
斐

充

九
四
年
〉
に
よ
る
)。

建

寧

寺

語

録

に
ん

建
仁
寺
は
、
は
が
き
通
信

(『日
本
歴
史
』
六
八
七
号
、
二
〇
〇
五
年
)
で
述
べ
た
よ
う
に
、
後
深
草
帝

の
諌
を
避
け

て
仁
を
寧
と
す
る
。

に
ん

に
ん

仁

は
呉
音
な
の
で
呉
音

の
音
通
の
字
で
避
諦
し
た
ら
よ
さ
そ
う
な
も

の
の
、
蘭
漢
道
隆
の
頭
に
は
、
寧

(唐
音
)
の
字
が
浮
か
ん
だ

の
で

あ

ろ
う
。
入
院
法
語
の

一
つ
に
檀
越

(北
条
時
頼
)
の
た
め
に
唱
え
た
香
語
が
あ
る
。

9

此

一
辮
香
、
奉
爲
東
州
信
心
檀
越
最
明
寺
琿
門
。
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伏
願

む

　

爲
國
輸
忠
、
賛
明
君
之
盛
徳
、

(了
心
轟

竪
末
世
之
篠

む

永
爲
皇
酢
之
股
肱
、

(長
作
法
門
之
器

此

の

一
弁

香

、

さ
と

心
を
了
り
道
に
達
し
、

　

単

対

二
句

目

の
梁

棟

は
、

12

乃

云

、

　

亘
幅
山
中
越
十
霜
、

　

了
無
玄
妙
可
商
量
。

業
風

一
鼓
難
回
避
、

　

不
豊
全
身
在
帝
郷
。
團

　

む

機
輪
無
滞
、
動
著
則
左
韓
右
旋
、

(鐵
馨

到璽

簿

　

法
從
吾
建
、

(物
轟

所
以

む

　

＼
在
東
土
則
把
定
放
行
、
筆
逢
識
者
、 (大

正

八

〇

、

63

c
)

弘
長

二
年

い
た

た
す

東
州
信
心
の
檀
越
最
明
寺
禅
門
の
為
に
し
奉
る
。
伏
し
て
願
わ
く
は
、
国
の
為
に
忠
を
輸
し
、
明
君
の
盛
徳
を
賛
け
、

た

と
こ
し
え

末
世
の
宝
瞳
を
竪
て
、
永
く
皇
酢
の
股
肱
と
為
り
、

長

に
法
門
の
梁
棟
と
作
ら
ん
こ
と
を
。

　

平
灰
の
点
か
ら
棟
梁

の
語
順
を
変
え
て
い
る
。
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/
來
西
州
則
放
行
把
定
、
多
是
知
音
。

む

　

九
重
天
上
聖
人
、
道
高
徳
備
、

(+
芦

舞

欝

暖
花
脊

到
這
裡

む

法
法
不
隙
藏
、

(頭
覆

霧

諸
人
要
見
顯
露
底
法
塵
、
以
手
指
云
、

む

　

満
目
青
山
曼
齪
青
、
何
庭
不
是
、

(長
業

蕪

那
羅

以
携
子
撃
縄
床
、
於
此

む

洞
徹
心
源
、

(了
無
番

便
見

　

　

慈
風
共
発
風
廣
扇
、
四
海
昇
卒
、

(佛
日
響

醇

萬
民
馨

　

　

文
臣
武
將
、
成
蹄
有
道
之
君
、

(樵
父
婆

蕪

爲
毎

如
是
則

　

　

、
壼
大
地
是
箇
解
睨
門
、
全
身
在
裏
許
、
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/
総
十
方
爲

一
建
寧
寺
、
捨
我
其
誰
歎
。

む

弾
指
間
梵
刹
圓
成
、

(
蕗

魔
軍
鷲

悠
塵
基
唱
、
大
似

　

　

依
朱
著
墨
、

(順
奪

末
當
得
宗
乗
向
上
事
、
且
如
何
是
宗
乗
向
上
事
、
良
久
、

　

夜
月
流
輝
含
古
渡
、

(

　

春
風
著
意
獲
新
條
。

(64
a
b
)
弘
長
二
年

乃
ち
云
く
、
巨
福
山
中

十
霜
を
越
え
、
了
に
玄
妙

の
商
量
す
べ
き
無
し
。
業
風

一
た
び
鼓
し
て
回
避
し
難
く
、
覚
え
ず
全
身

帝
郷

に
在
る
を
。
機
輪

滞
り
無
し
、
動
著
す
れ
ば
則
ち
左
転
右
旋
し
、
鉄
帯

身
に
随
う
、
到
る
処
則
ち
東
揺
西
掃
す
。
法
は
吾
に
従

っ

て
建
ち
、
物
は
人
を
逐
う
て
興
る
。
所
以
に
東
土
に
在
る
と
き
は
、
則
ち
把
定
放
行
し
、
識
者
に
逢
う
こ
と
牢
な
り
、
西
州
に
来
る

お

よ

と
き
は
、
則
ち
放
行
把
定
し
、
多
是
そ
知
音
。
九
重
天
上
の
聖
人
、
道
高
く
徳
備
り
、
十
万
戸
前
の
瑞
気
、
風
暖
か
に
花
香
し
。
這

ほ
っ

裡
に
到

っ
て
法
法

隠
蔵
せ
ず
、
頭
頭
倶
に
顕
露
す
。
諸
人

顕
露
底
の
法
を
見
ん
と
要
す
る
や
。
手
を
以
て
指
ざ
し
て
云
く
、
満
月

青
山

乱
青
を
曼
む
、
何
の
処
か
不
是
、
長
堤
濠
水

軽
湶
を
浮
べ
、
那
箇
か
帰
る
を
知
る
。
払
子
を
以
て
縄
林
を
撃
ち
、
此
に
於
て

心
源
に
洞
徹
せ
ば
、
了
に
異
相
無
し
。
便
ち
見
ん
、
慈
風

尭
風
と
広
く
扇
い
で
、
四
海
昇
平
、
仏
日

舜
日
と
斉
し
く
明
に
し
て
、

み

み

万
民

業
を
楽
し
む
。
文
臣
武
将
、
成
な
有
道

の
君
に
帰
し
、
樵
父
漁
夫
、
共
な
無
為

の
化
を
楽
し
む
。
是
の
如
く
な
る
と
き
は
則

ち
、
大
地
を
尽
し
て
是
れ
箇
の
解
脱
門
、
全
身

裏
許
に
在
り
、
十
方
を
総
べ
て

一
建
寧
寺
と
為
す
も
、
我
を
捨
て
て
其
れ
誰
そ
や
。

　

や

弾
指

の
間
、
梵
刹
円
に
成
り
、

一
瞬
の
中
、
魔
軍
頓
に
息
む
。
悠
塵
の
挙
唱
、
大
い
に
朱
に
依
り
墨
を
著
け
、
水
に
順

っ
て
舟
を
行
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る
に
似
た
り
。
未
だ
宗
乗
向
上
の
事
に
当
得
せ
ず
、
且
つ
如
何
な
る
か
是
れ
宗
乗
向
上
の
事
。
良
久
、
夜
月

輝
を
流
し
て
古
渡
を

含
み
、
春
風

意
を
著
け
て
新
条
を
発
す
。

こ
の
索
話

の

一
段
は
、
七
言
絶
句
と
四
六
文
と
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
索
話
は
、
垂
語

・
釣
語

・
垂
示
と
も

い
わ
れ

る
。
大
衆
に
疑
問
が

な

い
か
、
ど
う
か
、
と
問
い
か
け
て
い
る
。

23

無
明
和
爾
忌
拮
香
。

む

嚢
鋸
陽
山

一
關
、

(叢

臨
風
轟

む

倒
握
墨
漆
竹
箆
、

(爲
人
蓉

轟

　

　

登
無
明
火
、
鍛
聖
鎗
凡
、

(纏
霧

里
馨

む

別
徳
二
十
春
、

(突
然
在
鼻

む

著
眼
好
生
観
、

(不
知
是
纂

む

我
昔
遭
他
折
挫
來
、

(直
至
覆

醇む

見
其
影
則
横
眉
、

(聞
其
名
則
墨
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既
然
如
是
、
因
甚
今
朝
、

(引
領
同
鳶

香
作
慮

　

(繋
鞍

む

水
有
源
分
木
有
根
、

(出
乎
覆

轟

便

焼

香

。

(
65
a
)
弘
長
二
年

さ
き

無
明
和
尚
忌
拮
香
。
嚢
に
陽
山

の
一
関
に
据
す
、
敦
か
敢
え
て
風
に
臨
ん
で
直
視
せ
ん
、
倒
に
黒
漆

の
竹
箆
を
握

っ
て
、
人
の
為
に

骨
を
敲

い
て
髄
を
出
す
。
無
明
の
火
を
発
し
て
、
聖
を
鍛
え
凡
を
鎗
し
、
縦
奪
の
…機
を
施
し
て
、
生
を
回
し
死
を
起
す
。
徳
に
別
れ

る
こ
と
二
十
春
、
突
然
と
し
て
這
裏
に
在
り
。
眼
を
著
け
て
好
生
に
観
よ
、
知
ら
ず
是
か
不
是
か
。
我
れ
昔
し
他
の
折
挫
に
遭
い
来

く
い
し
ば

ひ
そ

た
る
、
直
に
而
今
に
至
る
ま
で
恨
み
已
ま
ず
。
其
の
影
を
見
る
と
き
は
則
ち
眉
を
横
め
、
其

の
名
を
聞
く
と
き

は
則
ち
歯
を

切

る
。

す

で

あ
あ

既
然
に
是
の
如
し
、
甚
に
因
り
て
か
今
朝
、
同
衣
を
引
領
し
て
、
焼
香
作
礼
す
。
唖
。
親
不
親
郷
中
の
人
、
美
不
美
郷
中
の
水
。
水

に
源
有
り
木
に
根
有
り
、
爾
よ
り
出
で
て
爾
に
返
す
と
。
便
ち
焼
香
す
。

こ
の
拮
香
の
四
六
文
は
、
上
声
紙

の
灰
韻
を
踏
む
。
た
だ
礼
だ
け
は
、
善
の
上
声

で
あ

っ
て
、
蘭
漢
は
紙
韻
の
つ
も
り
で
作

っ
た
の
で

あ

ろ
う
。

25

謝
爾
班
上
堂
。

　

　

一
鎌
破
三
關
、
已
勢
心
力
、

(
;
。読
六
鷺

渉
思
博

不
螢
心
力
底
、
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起
臨
濟
之
墜
緒
、

(整
大
法
之
霧

　

(騨雛
　

玲
瀧
妙
韓
、

(左
奪

　

希
奇
希
奇
、

　

三
脚
騙
児
解
弄
蹄
、

(
令
人
長
憶
禧

(
65
a
)
弘
長
二
年

両
班
に
謝
す
る
の
上
堂
。

一
鍍

三
関
を
破
り
、
已
に
心
力
を
労
す
、

一
言

六
国
に
説
く
、
総
べ
て
思
惟
に
渉
る
。
心
力
を
労
せ
ざ

る
底
に
、
臨
済
の
墜
緒
を
起
こ
し
、
大
法

の
綱
維
を
整
う
。
当
機
醜
面
、
観
面
当
機
。
玲
瀧
妙
に
転
じ
、
左
之
右
之
。
希
奇
希
奇
。

よ

三
脚
の
騙
児
解
く
蹄
を
弄
し
、
人
を
し
て
長
く
老
楊
岐
を
憶
わ
し
む
。

こ
の
上
堂
は
、
四
六
文
で
あ

っ
て
、
押
韻
し
、
上
平
声
支
と
微

の
通
押
。

50

上
堂
。

む

　

鮎
那
箇
心
、
徳
山
有
口
如
唖
、

(喫
三
霧

藩

抱
恨
撫

む

若
非
蓋
底
撤
醗
、

(蚕

天
喬

我
観
諸
人
、
総
是
没
量
大
漢
、
何
不
超
他

一
頭
地
。
良
久
、
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利
剣
只
言
分
勝
負
、

(陣
雲
難

轟

(66
ε

弘
長
三
年

上
堂
。
那
箇

の
心
を
か
点
ず
、
徳
山
に
口
有
り
唖
の
如
く
、
三
頓

の
棒
を
喫
し
、
臨
済

恨
を
抱

い
て
伸

べ
難
し
。
若
し
底
を
尽
し

み

て
撒
醗
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
争
か
遼
天
価
を
索
む
る
を
得
ん
。
我
れ
諸
人
を
観
る
に
、
総
な
是
れ
没
量

の
大
漢
、
何
ぞ
他
に

一
頭
地

を
超
え
ざ
る
。
良
久
し
て
、
利
剣
只
だ
言
う
勝
負
を
分
つ
と
、
陣
雲
縷
か
に
起
れ
ば
便
ち
躍
に
迷
う
。

62

正
旦
上
堂
。

　

む

新
歳
多
奇
事
、

む

　

　

盧
室
展
笑
眉
。

む

　

更
談
新
佛
法
、

む

　

　

也
要
大
家
知
。

召
大
衆
、
還
見
塵
。む

五
條
橋
度
人
無
藪
、

(九
垂

疋相
霧

　

　

街
北
街
南
、
獣
聲
不
絶
、

(寺
前
奏

車
馬
蒔

　

(離
離
騨

且
道
如
何
是
此
事
。
良
久
、

　

＼
蘭
漢
無
暇
向
伊
設
、



　

〆
問

取

張

家

三

箇

児

。

(
67
b
)
弘
長
四
年

ま

ほ
っ

正
旦
上
堂
。
新
歳
奇
事
多
し
、
虚
空
笑
眉
を
展
ぶ
。
更
に
談
ず
新
仏
法
を
。
也
た
大
家
の
知
ら
ん
こ
と
を
要
す
。
大
衆
を
召
し
て
、

は

わ
た

還
た
見
る
や
。
五
条

の
橋

人
を
度
す
こ
と
数
う
る
無
く
、
九
重
の
塔
定
相

移
ら
ず
。
街
の
北
街
の
南
、
歓
声

絶
え
ず
、
寺

の
前

寺
の
後
、
車
馬
奔
馳
す
。
処
々

此
の
事
を
顕
揚
し
、
頭
々

真
機
を
漏
泄
す
。
且
ら
く
道
え
如
何
な
る
か
是
れ
此
の
事
。
良
久
し
て
、

蘭
漢

伊
に
説
く
に
暇
無
し
、
張
家
三
箇
児
に
問
取
せ
よ
。

こ
の
正
旦
上
堂
は
、
五
言
絶
句
と
四
六
文
か
ら
な
り
、
五
絶
と
四
六
を
通
し
て
上
平
声
支
韻
を
踏
む
。
単
対
の
機

の
み
上
平
声
微
韻
で

あ

る
が
、
支
の
通
押
で
あ
る
。
五
絶
の
結
句

の
要
は
、
意
味
か
ら
す
る
と
平
声
に
な
る
も
の
の
、
蘭
漢
は
灰
声

の
つ
も
り
で
作
詩
し
て
い

る
。

二

建
長
禅
寺
鐘
銘

建長寺の鐘銘127

鎌
倉
第

一
等
の
鐘
と
し
て
知
ら
れ
る
建
長
寺
の
梵
鐘
は
、
住
持
蘭
漢
に
よ
っ
て
そ
の
鐘
銘
が
作
製
さ
れ
て
、
色
々
な
も
の
に
史
料
と
し

て
載
録
さ
れ
て
い
る
。
鐘
銘
か
ら
採
ら
れ
た
釈
文
で
句
読
点

の
あ
る
の
は
、
『神
奈
川
県
史
』
資
料
編
1
、
四
四
七
号
、
『建
長
寺
史
』
編

年
史
料
編
、
第

一
巻
、
建
長
七
年
二
月
廿

一
日
の
条
の
二
点

の
み
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
句
読
に
正
し
く
な
い
と
こ
ろ
を
含
む
。
ど
う
し
て

『大
覚
録
』
を
参
照
し
な
か
っ
た
の
か
不
思
議
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ど
う
し
て
そ
こ
に
句
読
が
入
る
の
か
、
四
六
文
と
し
て
分
ち

(
1
)

書
き
を
し
て
示
す
。

亘
輻
山
建
長
輝
寺
鐘
銘

む

　

南
閻
浮
提
、
各
以
音
聲
長
爲
佛
事
、

(謬

欝

蜘
篶

此
導

ー

嫉
特
開
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(蔽難む

壷
云
敏

雨非
開

分

、

(塁

警　

事
既
前
定
、

　

法
亦
恢
張
。

二

〇

(難

雑
む

脱

自

一
模

、

(圓
轟

　

蒲
牢
縷
吼
、

(群
峰
纂

　

(抑蕪

　

縷
観
百
尺
、

　

勢
墜
諸
方
。　

結
千
人
之
縁
會
、

　

鎭
四
海
之
安
康
。

　

重
而
難
墨
、

　

鳴
則
非
常
。

　

星
斗
晦
藏
、

　

心
境
倶
亡
。

　

其
聲
遠
徹
、

　

其
慮
難
量
。

　

東
迎
素
月
、

(西
多

墜

ホ

o

へ

昏
窯
未
怪
、
撹
之
則
籍
、

(萎

猫
馨

之
霧

　

＼
破
塵
螢
之
大
夢
、

ロ
、

影

は

、

蹄

ハ
、

掃

は

、

鎮

二
、

萢

は

、

範

ホ
、

篠

は

、

寡

へ
、

窟

は

、
籍
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/
息
物
類
之
顛
狂
。

む

　

妙
覧
毘
室
、
根
塵
消
損
、

(返
聞
暴

本
性
毒

　

共
謹
圓
通
三
昧
、

(籍

施
毒

　

(踊難
　

民
豊
歳
稔
、

(地
久
天
辱

建
長
七
年
阻
二
月
二
十

一
日

り

本
寺
大
檀
那
相
模
守
卒
朝
臣

時
頼
謹
勧
千
人
、
同
成
大
器
、

建
長
輝
寺
住
持
宋
沙
門
道
隆
謹
題
。

都
勧
進
監
寺
曾

琳
長

大
工
大
和
権
守
物
部

重
光

『大
覚
録
』
巻
下
所
収
の
も
の
と
異
同
の
あ
る
と
こ
ろ
は
、
四
六
文
の
下
に
示
し
た
。
◎
の
圏
点
は
、
下
平
声
陽
韻
を
示
す
。

読

み
下
し
文
を
提
示
す
る
。

巨
福
山
建
長
禅
寺
の
鐘
銘

南
閻
浮
提
、
各

々

音
声
を
以
て
長
く
仏
事
を
為
し
、
東
州
の
勝
地
、
柳
か
榛
葬
を
菱
り
此

の
道
場
を
渤
む
。
天
人
影
向
し
、

以
下
に

龍
象
和
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光
す
。
雲
敏
ま
り
罪
開
い
て
、
楼
観
百
尺
、
嵐
敷
き
翠
掃
き
て
、
勢
い
諸
方
を
圧
す
。
事
既
に
前
に
定
ま
り
、
法

も
亦
た
恢
張
す
。
洪

お
お

鐘
を
囲
萢
す
る
に
、
千
人
の
縁
会
を
結
び
、
宏

い
に
高
架
に
撞
き
、
四
海
の
安
康
を
鎮
す
。

一
模
よ
り
脱
し
て
、
重
く
し
て
挙
げ
難
し
、

な

大
器
を
円
成
し
て
、
鳴
る
こ
と
則
ち
常
に
非
ず
。
蒲
牢
縷
か
に
吼
り
、
星
斗
晦
蔵
し
、
群
峰
響
に
答
え
、
心
境
倶

に
亡
す
。
之
を
拍
く

と
ど

こ
と
大
な
れ
ば
、
其

の
声
遠
く
徹
き
、
之
を
如
く
こ
と
小
な
れ
ば
、
其
の
応

量
り
難
し
。
東
の
か
た
素
月
を
迎
え
、
西
の
か
た
夕
日

さ
と

と

さ

す
な
わ

を
送
る
。
昏
窯
未
だ
怪
ら
ず
、
之
を
撹
る
と
き
は
則
ち
窟
め
、
宴
安
猶
お
恣
に
し
て
、
之
を
警
む
る
と
き
は

而

ち
荘
な
り
。
塵
労

の
さ
と

大
夢
を
破
り
、
物
類
の
顛
狂
を
息
む
。
妙
覚
覚
空
し
て
、
根
塵
消
損
し
、
返
聞
聞
尽
し
て
、
本
性
全
く
彰
わ
る
。
共
に
円
通
三
昧
を
証

を

い

た

り
、
永
に
檀
施
の
千
祥
を
藤
ら
し
む
。
此

の
善
利
を
回
ら
し
て
、
親
王
を
上
祝
す
。
民
曲豆
か
に
歳
稔

っ
て
、
地
久
し
く
天
長
し
。

建
長
七
年
陀
二
月
二
十

一
日
、
本
寺
大
檀
那
相
模
守
平
朝
臣
時
頼
、
謹
ん
で
千
人
に
勧
め
て
、
同
に
大
器
を
成
す
。
建
長
禅
寺
住
持

り

しる

宋
沙
門
道
隆
謹
ん
で
題
す
。
都
勧
進
監
寺
僧
琳
長
。
大
工
大
和
権
守
物
部
重
光
。

次
に
現
代
語
訳
を
試
み
る
。

須
彌
山
の
南
に
あ
る
人
間
界
は
、
そ
れ
ぞ
れ
鐘

の
音
を
久
し
く
仏

へ
の
供
養
と
し
て
い
て
、
そ
の
う
ち
の
東
国
の
優
れ
た
地
で
あ
る
鎌

倉
で
は
、
ま
ず
藪
を
刈
り
こ
の
道
場
建
長
寺
を
開
創
し
た
。
天
上
界
、
人
間
界
に
わ
た

っ
て
仏
が
あ
ら
わ
れ
、
す
ぐ
れ
た
修
行
者
が
身

を
あ
ら
わ
す
。
雲
が
収
ま
り
霧
が
晴
れ
て
百
尺

の
高
殿
が
あ
ら
わ
れ
、
も
や
が
広
が
り
緑
が
さ

っ
と
塗

っ
た
よ
う
な
中
に
、
そ
の
姿
は

辺
り
を
凌

い
で
い
る
。
梵
鐘
を
作
る
こ
と
は
前
も

っ
て
決

っ
て
い
て
、
そ
の
上
仏
法
も
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
大
き
い
鐘
を
鋳
造
す

る
の
に
、
千
人
の
信
者
の
講
を
結
成
し
、
高
く
釣

っ
た
か
ね
を
盛
ん
に
鳴
ら
し
、
世
界
の
安
泰
を
鎮
護
す
る
。

一
つ
の
鋳
型
か
ら
脱
け

る
と
、
重
く
て
挙
げ
る
の
が
難
し
い
も

の
と
な
り
、
大

い
な
る
鐘
に
完
成
し
て
、
鳴
ら
す
と
並
の
も
の
と
は
思
え
な
い
。
鐘
が
鳴

っ
た

と
た
ん
、
星
が
か
く
れ
て
し
ま
い
、
峰

々
が
鐘
に
共
鳴
し
、
ま
る
で
心
持
ち
が
み
な
無
に
な

っ
た
。
大
き
く
抽
く
と
、
そ
の
鐘
の
音
は

遠
く
に
ま
で
行
き
渡
り
、
小
さ
く
拍
く
と
、
そ
の
響
き
は
計
り
が
た
い
も
の
が
あ
る
。
東
に
夜
明
け
の
月
を
迎
え
、
西
に
夕
日
を
送
る

こ
と
に
な
る
。
深
く
眠

っ
て
悟
ら
な
く
て
も
、
鐘
が
鳴
る
と
目
覚
め
、
寛
い
で
気
ま
ま
で
も
、
そ
れ
を
警
め
て
厳
か
な
も
の
が
あ
る
。
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煩
悩

の
長

い
夢
を
断
ち
切
り
、
万
物
の
気
違
い
沙
汰
を
絶
ち
切
る
。
仏

の
よ
う
に
悟
り
尽
し
て
、

一
切
の
対
立
が
無
く
な
り
、
鐘
が
鳴

り
聞
く
の
を
は
ね
返
し
て
聞
き
尽
す
と
、
本
来
の
真
実
性
が
す
べ
て
顕
わ
れ
て
く
る
。
み
な
欠
け
る
こ
と
の
な
い
悟
り
の
世
界
を
覚
る

こ
と
に
な
り
、

い
つ
ま
で
も
檀
越
の
幸
い
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
菩
提
の
利
益
を
回
向
し
、
上
は
宗
尊
親
王
を
言
祝
ぎ
、
民

が
豊
か
で
年
々
稔
り
、
天
地
が
長
久
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
願
う
。

北
条
時
頼
は
、
千
人
の
同
志
と
共
に
こ
の
大
鐘
を
鋳
造
し
よ
う
と
発
願
し
、
物
部
重
光
が
製
作
し
、
鐘
楼
に
掛
け
ら
れ
た
の
は
、
建
長

七
年

(
一
二
五
五
)
二
月
廿

一
日
の
こ
と
で
あ

っ
た
。
こ
の
時
の
記
念
の
香
語

「桂
鐘
」
(『大
覚
録
』
巻
下
、
大
正
八
〇
、
91
a
)
は
、
以
下

の
よ
う
で
あ
る
。

　

　

　

　

跳
出
洪
鐘
大
器
圓
、

　

　

む

　

千
人
同
結
此
良
縁
。

　

　

む

當
陽

一
撃
無
同
互
、

　

む

　

　

切
忌
絵
音
到
客
船
。

打

一
下
云
、
諸
仁
者
只
今

　

是
聲
來
耳
畔
、

(是
耳
往
霧

む

　

若
把
耳
聞
、
被
聲
所
韓
、

(各
宜
霧

未
拍
已
呼

　

(塑

揃讐

む

　

　

　

建
長
暫
借
洪
鐘
口
、
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む

　

　

重
爲
檀
那
次
第
宣
。

又
打

一
下
云
、

　

　

　

　

歴
歴
妙
音
周
法
界
、

む

　

　

　

太
平
無
象
百
千
年
。

洪
鐘
を
跳
出
し
て
大
器
円
な
り
、
千
人
同
に
結
ぶ
此
の
良
縁
。
当
陽

一
撃

回
互
無
し
、
切
に
忌
む
絵
音
の
客
船
に
到
る
こ
と
を
。

打
す
る
こ
と

一
下
し
て
云
く
、
諸
仁
者
只
だ
今

是
れ
声

耳
畔
に
来
る
か
、
是
れ
耳

声
辺
に
往
く
か

(
『榜
厳
経
』
巻
三
に
基
づ
く
)。

若
し
耳
を
把
て
聞
か
ば
、
声

の
所
転
を
被
ら
ん
、
各
々
宜
し
く
未
如
已
前
に
領
在
す
べ
し
。
未
如
巳
前
に
悟
り
去
ら
ば
、
三
千
大
千

に
透
徹
せ
ん
。
建
長
暫
く
洪
鐘

の
口
を
借
り
て
、
重
ね
て
檀
那
の
為
に
次
第
に
宣
べ
ん
。
又
た
打
す
る
こ
と

一
下
し
て
云
く
、
歴
々

た
る
妙
音

法
界
に
周
く
、
太
平

象
無
し
百
千
年
。

七
絶
二
つ
の
間
に
、
四
六
文
が
入
り
、
し
か
も
、
全
体
を
下
平
声
先
韻
で
押
韻
し
て
い
る
。

大
き
な
溶
鉱
炉
を
躍
り
出
た
大
き
な
鐘
は
ま
ど
か
で
あ
り
、
千
人
が
共
に
こ
の
鐘
を
造
る
の
に
良
縁
を
結
ん
だ
。
真

っ
向
か
ら

一
打
ち

(
2
)

鳴
ら
す
と
互
い
に
か
み
合
う
こ
と
も
な
く
、
是
非
と
も
余
韻
が
蘇
州
郊
外
の
客
船
に
ま
で
聞
こ
え
る
の
を
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
打
ち

し
て
い
う
、
あ
な
た
方
に
は
現
在
、
鐘

の
音
が
耳

の
そ
ば
か
ら
聞
こ
え
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
耳
が
鐘

の
あ
た
り
に
往

っ
て
い
る
の
か
。

も

し
耳
で
聞
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
鐘

の
音

の
説
法
を
聞

い
た
こ
と
に
な
り
、
各

々
鐘
を
撞
か
な
い
う
ち
に
聞

い
た
こ
と
に
な
る
。
鐘
を
撞

か
な
い
う
ち
に
聞
い
た
な
ら
ば
、
全
宇
宙
に
突
き
抜
け
て
い
る
。
わ
た
し
は

一
先
ず
大
鐘
の
音
を
借
り
て
、
檀
越
の
た
め
に
順
次
説
法
す

る
。
さ
ら
に

一
打
ち
し
て
い
う
、
は

っ
き
り
と
優
れ
た
音
が
全
世
界
に
充
ち
、
天
下
泰
平
が
形
の
無

い
鐘

の
音
の
よ
う
に
百
千
年
の
永
き

に
と
続
き
ま
す
よ
う
に
と
願
う
。

戦
の
無

い
平
安
を
建
長
寺
の
鐘
の
音
を
通
し
て
蘭
漢
は
説
く
。



三

最
明
寺
開
堂
小
参
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(
3
)

北
条
時
頼
の
持
仏
堂
と
し
て
の
役
を
果
し
た
最
明
寺
は
、
建
長
寺

に
隣
接
し
た
山
内
の
別
業
に
置
か
れ
た
と

い
う
。
そ
の
開
堂
は
、

(
4
)

『大
覚
録
」
巻
中

(75
c
)
建
長
寺
小
参
の
配
列
か
ら
す
る
と
、
弘
長
元
年

(
一
二
六
一
)
夏
安
居

の
後
と

い
う
こ
と

に
な
る
。
蘭
漢
に
よ

る
開
堂
小
参
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

む

　

治
心
明
心
、
拉
坂
上
重
添
拉
坂
、

(究
理
霧

相
霧

不
篠

　

眼
不
見
而
爲
浮
、

(
心
不
疑
而
易

所
以

　

む

繹
迦
出
世
、
達
磨
西
來
、

(攻
乎
羅

斯
害
昂

錐
然

　

　

露
山
二
千
年
、
公
案
現
在
、

(少
焚

百
欝

月
等

む

　

會
得
則
打
破
壷
瓶
蹄
去
來
、
太
卒
好
唱
還
郷
曲
、

(不
爵

行
到
羅

晦

坐
看
霰

月
路

會
與
不
會
則
且
置
、
只
如
大
力
量
人
分
上
世
聞
出
世
卒
等
超
越

一
句
、
作
塵
生
道
。
拍
膝

一
下
。
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創
爲
不
卒
離
寳
厘
、

(藥
因
救
病
出
金
餅
。

復
墨
、
昔
有
信
問
古
徳
、
深
山
窮
谷
中
、
還
有
佛
法
也
無
。
徳
云
、
有
。
信
云
、
如
何
是
深
山
窮
谷
中
佛
法
。
徳
云
、
石
頭
大
底
大
、

小
底
小
。
師
云
、
古
徳
眞
不
掩
偽
、
曲
不
藏
直
、
太
無
分
明
、
翻
成
潅
曲
。
山
信
則
不
然
、
或
有
人
間
深
山
窮
谷

中
還
有
佛
法
也
無
、

亦
向
佗
道
、
有
。
待
伊
又
問
如
何
是
深
山
窮
谷
中
佛
法
、
以

一
頒
醗
之
。

む

　

む

濤
濤
澗
水
流
無
蓋
、

　

む

　

　

馳
馳
松
風
韻
愈
奇
。

む

む

　

山
主
好
提
三
尺
創
、

　

　

む

　

勒
除
祠
事
定
坤
維
。

坤
維
定
後
又
且
如
何
。

　

達
磨
本
來
観
自
在
、

(浮
名
元
是
毒

こ
の
小
参
は
、
四
六
文
と
、
古
則
の
提
起
と
、
偶
頒
の
七
絶
と
か
ら
な
る
。
最
初
の
隔
対
四
句
目
は
、
灰
声
だ
が
、
蘭
漢
は
平
声

の
つ

も
り
で
作

っ
て
い
る
。

ら
つ
し
ょ
く

心
を
治
め
心
を
明
ら
む
、
泣

坂

上
に
重
ね
て
位
坂
を
添
う
、
理
を
究
め
理
に
達
す
、
相
応
中
転
た
相
応
ぜ
ず
。
眼
は
見
ず
し
て
浄
為

お
さ

り
、
心
は
疑
わ
ず
し
て
自
ず
か
ら
安
ん
ず
。
所
以
に
釈
迦
出
世
し
、
達
磨
西
来
し
、
異
端
を
攻
む
る
は
、
斯
れ
害
あ

る
の
み
。
霊
山
二
千

い

え

ど

か
え
り
な
ん
い
ざ

年

な
り
と
錐
然
も
、
公
案
現
に
在
り
、
少
林
八
百
載
な
る
も
、
風
月
猶
お
新
し
。
会
得
す
る
と
き
は
則
ち
画
瓶
を
打
破
し
て
帰
去
来

、

そ
そ

た
ち
き

太
平
の
唱
う
る
に
好
し
還
郷
の
曲
、
会
せ
ざ
る
と
き
は
則
ち
行
き
て
は
到
る
路
窮
ま
り
橋

断

る
る
処
、
坐
う
に
看

る
雲
散
じ
月
明
な
る

時

。
会
と
不
会
と
は
則
ち
且
ら
く
置
き
、
只
だ
大
力
量

の
人
の
分
上

世
間
出
世

平
等
に
超
越
す
る

一
句
の
如
き
は
、
作
塵
生
か
道
わ
ん
。
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膝
を
拍
す
る
こ
と

一
下
。
剣
は
不
平
の
為
に
宝
匝
を
離
れ
、
薬
は
病
を
救
う
に
因
て
金
瓶
を
出
づ
。

復
た
挙
す
、
昔
し
有
る
僧

古
徳
に
問
う
、
深
山
窮
谷

の
中
、
還
た
仏
法
有
り
や
。
徳
云
く
、
有
り
。
僧
云
く
、
如
何
な
る
か
是
れ
深

山
窮
谷
中
の
仏
法
・
徳
云
文

鼠

大
な
る
齢
は
木

小
な
る
底
は
小
・
師
云
良

古
徳

真

偽
を
掩
わ
ず

曲

直
を
撃

ず
。
舞

あ

る

か
え

だ
分
明
に
し
て
、
翻

っ
て
迂
曲
と
成
る
。
山
僧
は
則
ち
然
ら
ず
、
或
有
人
深
山
窮
谷

の
中
還
た
仏
法
有
り
や
と
問
わ
ば
、
亦
た
佗
に
道
わ

せ
ん

こ
た

ん
、
有
り
と
。
伊
れ
又
た
如
何
な
る
か
是
れ
深
山
窮
谷
中
の
仏
法
と
問
う
を
待

て
、

一
頒
を
以
て
之
に
醇
え
ん
。
濤
溝
た
る
燗
水

流
れ

て
尽
き
る
こ
と
無
く
、
膳
腱
た
る
松
風

韻
愈
々
奇
な
り
。
山
主
好
く
三
尺
の
剣
を
提
げ
て
、
繭
事
を
勒
除
し
て
坤

維
を
定
む
。
坤
維
定

っ
て
後
又
た
且

つ
如
何
。
達
磨
本
来

観
自
在
、
浄
名
元
よ
り
是
れ
老
維
摩
。

○
治
心
は
、
『筍
子
』
解
蔽
篇
に
、
「仁
者
の
思
う
や
恭
、
聖
人
の
思
う
や
楽
。
此
れ
心
を
治
む
る
の
道
な
り
」
と
あ
る
。
○
明
心
は
、

『雲
門
録
』
巻
中
に
、
「挙
す
、
古
云
く
、
声
を
聞
き
て
道
を
悟
り
、
色
を
見
て
心
を
明
ら
か
に
す
。
師
云
く
、
作
塵
生
か
是
れ
聞
声
悟
道
、

た

見
色
明
心
。
乃
ち
云
く
、
観
世
音
菩
薩
銭
を
将
ち
来

っ
て
醐
餅
を
買

っ
て
、
手
を
放
下
し
て
云
く
、
元
来
祇
是
だ
饅
頭
の
み
」
と
あ
る
。

も

ま

よ

○
究
理
は
、
『趙
州
録
』
に
、
「若
是
し
新
た
に
衆
に
入
る
底

の
人
、
也
た
須
ら
く
理
を
究
め
て
始
め
て
得
し
」
と
あ
る
。
○
達
理
は
、

『荘
子
』
秋
水
篇
に
、
「北
海
若
曰
く
、
道
を
知
る
者
は
、
必
ず
理
に
達
す
」
と
あ
る
。
○
相
応
は
、
『臨
済
録
』
示
衆

に
、
「理
行
相
応
し
、

三
業
を
護
惜
し
て
、
始
め
て
成
仏
す
る
を
得
と
言
道
う
」
と
あ
る
。
○
攻
乎
異
端
、
斯
害
也
巳
は
、
『論
語
』
爲
政
篇
に
よ
る
。
○
行
到

…
…
処
、
坐
看
…
…
時
は
、
『王
維
詩
集
』
終
南
別
業
に
、
「行
き
て
水
の
窮
ま
る
処
に
到
る
、
坐
う
に
看
る
雲
の
起

る
時
」
(岩
波
文
庫
)

も
と

と
あ
る
。
○
世
間
出
世
は
、
『景
徳
録
』
巻
七
、
大
梅
法
常
章
に
、
「此
の
心
は
元
是
れ

一
切
世
間
出
世
間
法
の
根
本
な
り
」
と
あ
る
。
○

剣
為
不
平
離
宝
匝
、
薬
因
救
病
出
金
餅
は
、
『楊
岐
方
会
語
録
』
に
基
づ
く
。
○
有
僧
問
古
徳
…
…
小
底
小
は
、
『景
徳
録
』
巻
廿
四
、
帰

宗
道
詮
章
に
、
「問
う
、
九
峰
山
中
に
還
た
仏
法
有
り
や
。
師
日
、
有
り
。
曰
く
、
如
何
な
る
か
是
れ
九
峰
山
中
の
仏
法
。
師
曰
く
、
山

い

し

も
の

中

の
石
頭
、
大
な
る
底
は
大
、
小
な
る
底
は
小
」
と
あ
る
の
に
依

っ
て
い
る
。
○
古
徳
真
不
掩
偶
、
曲
不
藏
直
は
、

『天
聖
広
灯
録
』
巻

廿
、
鉄
瞳
口
覚
章
に
、
「師
上
堂
し
て
云
く
、
…
…
」
と
あ
る
の
に
よ
る
。
○
達
磨
本
来
観
自
在
は
、
『碧
巌
録
』

一
則
、
本
則
評
唱
に
、
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「志
公
機
を
見
て
作
し
て
、
便
ち
云
く
、
此
れ
は
是
れ
観
音
大
士
、
仏
心
印
を
伝
う
」
と
あ
り
、
達
磨
は
観
音
の
化
身
だ
と
す
る
。
○
浄

名
元
是
老
維
摩
は
、
『碧
巌
録
』
入
四
則
、
頒
評
唱
に
、
「梵
語
に
維
摩
詰
と
云
い
、
此
に
無
垢
称
と
云

い
、
亦
た
浄
名
と
云
う
。
乃
ち
過

ご
ん
ぞ
く

去

の
金
粟
如
来
な
り
」
と
い
う
。

蘭
渓
は
、
最
明
寺
で
の
開
堂
の
説
法
に
際
し
、
右
に
見
た
よ
う
に
典
拠
を
挙
げ
な
が
ら
法
を
説

い
て
い
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
な
が
ら
現

代
語
訳
し
て
み
た
い
。

塵
土
の
積
も

っ
た
上
に
更
に
積
も

っ
た
よ
う
な
多
く
の
煩
悩
が
あ
る
。
そ
の
け
が
れ
た
心
を
う
ま
く
調
え
て
心
を
明
ら
か
に
す
る
。
教

理
と
実
践
と
が
即
応
し
て
い
る
の
が
次
第
に
即
応
し
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
真
実
に
自
己
を
究
明
し
真
如
の
理

に
通
達
し
て
い
る
。

眼

は
見
な
く
て
も
き
れ
い
で
あ
り
、
心
は
疑
う
こ
と
な
く
て
自
ず
か
ら
安
ら
か
で
あ
る
。
故
に
釈
迦
は
出
世
し
、
達
磨
は
西
来
し
た
。
仏

の
道
と
違

っ
た
こ
と
を
究
明
す
る
の
は
、
た
だ
害
が
あ
る
だ
け
だ
。
釈
尊
が
霊
山
会
上
で
迦
葉
に
大
法
を
付
嘱
し
て
か
ら
二
千
年
た

っ
て

も
、
公
案
は
現
に
在
り
、
達
磨
が
少
林
寺
で
二
祖
に
法
を
伝
え
て
か
ら
八
百
年
経
過
し
て
も
、
風
月
は
な
お
新
た
な
も
の
が
あ
る
。
仏
の

道
を
会
得
す
る
と
き
は
、
画
い
た
瓶
を
ぶ
ち
こ
わ
し
帰
り
な
ん
い
ざ
、
天
下
太
平
の
世
に
故
郷
に
帰
る
歌
を
唱
え
る

の
に
ふ
さ
わ
し
い
。

会
得
し
な
い
と
き
は
、
歩
き
ま
わ

っ
て
い
っ
か
路
も
な
く
橋
も
な
く
な

っ
た
と
こ
ろ
ま
で
来
て
お
り
、
我
れ
知
ら
ず
雲
が
散

っ
て
月
が
明

る
く
出
る
の
に
見
入
る
ひ
と
と
き
。
会
と
不
会
と
は
さ
て
お
い
て
、
大
い
な
る
働
き

の
あ
る
人

の
本
来
の
持
ち
前
が
世
間
出
世
間
の
法
を

平
等
に
超
越
す
る

一
句
と
し
て
ど
の
よ
う
に
言

っ
た
ら
よ
い
か
。
膝
を
拍

つ
こ
と

一
回
、
剣
は
不
平
を
正
す
た
め
に
宝
の
箱
か
ら
出
さ
れ
、

薬

は
病
を
救
う
た
め
に
金
の
瓶
か
ら
取
り
出
さ
れ
る
。

更
に
次
の
古
則
を
提
起
す
る
。
昔
あ
る
僧
が
古
徳
に
質
問
し
た
。
深
山
窮
谷

の
中
に
仏
法
が
有
り
ま
す
か
。
古
徳
が
有
り
と
答
え
る
。

す

る
と
僧
は
、
ど
の
よ
う
な
仏
法
で
し
ょ
う
か
と

い
う
。
古
徳
は
石
の
大
き
な
も
の
は
大
き
く
、
小
さ
な
も
の
は
小
さ
い
と
答
え
た
。
蘭

漢

が
い
う
、
古
徳
が
、
真
実
は
偽
り
を
覆

い
隠
さ
な
く
、
曲

っ
た
も
の
は
真
直
ぐ
な
も
の
を
人
目
に
つ
か
ぬ
よ
う
に
し
な
い
、
と
い
う

の

は
、
非
常
に
明
白
だ
が
、
か
え

っ
て
、
回
り
く
ど

い
。
私
は
そ
う
は
言
わ
な
い
。
あ
る
僧
が
深
山
窮
谷
の
中
に
仏
法
が
あ
り
ま
す
か
と
い



っ
た
ら
、
彼
に
言
う
、
有
り
と
。
彼
が
追

っ
掛
け
て
如
何
な
る
か
是
れ
深
山
窮
谷

の
中

の
仏
法
と
訊
ね
る
の
を
待
ち
受
け
て
、

一
つ
の
偶

頒
を
答
え
と
す
る
。
浅

い
渓
流
の
谷
川
の
水
が
尽
る
こ
と
無
く
流
れ
、
さ

っ
と
吹
く
松
風
の
響
き
が
益
々
優
れ
て
い
る
。
山
主
は
よ
く
三

尺

の
剣
を
持
ち
、

一
大
事
を
討
ち
ほ
ろ
ぼ
し
大
地
を
治
め
る
。
大
地
が
治
ま

っ
た
そ
の
上
は
、
ど
う
だ
。
達
磨
は
元
来
観
音
の
化
身
、
浄

名
は
も
ち
ろ
ん
維
摩
居
士
だ
。

山
内
に
あ
る
時
頼
の
別
業
内
の
持
仏
堂
を
最
明
寺
と
称
し
、
深
山
幽
谷
中

の
寺
に
準
え
て
蘭
渓
は
仏
法
を
説

い
て

い
る
。
の
ち
北
条
時

宗

に
よ

っ
て
、
最
明
寺
が
再
興
さ
れ
て
、
禅
興
寺
と
称
し
た
。
そ
の
禅
興
寺
は
、
塔
頭
の
明
月
院
し
か
残
ら
な

い
。

お

わ

り

に

建長寺の鐘銘

蘭
漢

の
建
寧
寺
語
録
の

一
部
、
建
長
寺
鐘
銘
、
そ
れ
に
最
明
寺
開
堂
小
参
を
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
た
。
こ
れ
ま
で
に
鐘
銘
を
論
題
に
し

た
こ
と
は
な
い
。
墨
蹟
そ
の
も
の
は
残

っ
て
い
な
い
も
の
の
、
鐘
そ
の
も

の
に
蘭
渓
の
筆
蹟
を
今
に
伝
え
て
い
て
墨
蹟
文
書
の

一
種
と
考

え

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
時
頼

一
人
の
喜
捨
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
多
く
の
信
仰
を
共
に
す
る
同
志
と
こ
の
大
鐘
を
鋳
造
し
た
こ
と
は
、
時

頼

の
得
宗
体
制
が
安
定
し
た
も
の
と
な
る
の
に
幸

い
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

小
参

の
現
代
語
訳
に
当

っ
て
は
、
典
拠
を
省
略
し
て
、
た
と
え
字
面
だ
け
で
も
訳
し
て
み
よ
う
と
思

っ
た
が
隅
そ
れ
は
適
わ
ず
典
拠
を

探

ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
多
く
の
誤
り
を
冒
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
四
六
文
で
上
堂
、
小
参
、
鐘
銘
を
作
製
す
る
こ
と

は
、
中
国
人
の
蘭
漢
で
あ

っ
て
も
、
そ
れ
な
り
に
準
備
が
大
変
だ

っ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が

「参
禅
学
道

は
、
四
六
文
章
に
非

ず
」
と
い
う
遺
誠
と
な

っ
て
、
弟
子
達

へ
の
戒
め
と
な

っ
た
。
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注(
1
)

梵
鐘
そ

の
も

の
は
、
東
京
国
立
博
物
館

で
の

「
鎌
倉
i

禅

の

源
流
」
展
に
お

い
て
展
示
さ
れ
て
い
て
、
時
頼

や
道
隆

に
つ
い
て

字
が
小
さ
く
な

っ
て

い
る
の
を
確

め
た
。

し
か

し
、
全
体
は
照
明

に
よ
り
読

み
辛

い
点
が
あ

っ
た
。
釈
文

を
作

る
に
際

し
、
図

録

(二
〇
〇
三
年
)
そ
れ
に
高
木
宗
監

『建
長
寺
史
ー

開
山
大
覚

禅
師
伝
』

(建
長
寺

、

一
九
八
九
年
)

の
口
絵

の
映
り

が
よ
く
参

看

し
た
。
釈
文

そ

の
も

の
は
、

『鎌

倉
市
史
』
考
古
編

(赤

星
直

忠
執
筆
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
五
九
年
)

の
建
長
寺
鐘
が
、
よ
く

そ

の
鐘
銘
を
採
録
し

て
い
る
。
し
か
し
、
第

一
区

の
八
行
目
、
四

が
西
と
な

っ
て
い
る

の
が
惜

し
ま
れ
る
。

(
2
)

絵
音
到
客
船
は
、
張
継

の
楓
橋
夜
泊
を
踏
ま
え

る
。
浅
見
洋
二

「形
似
の
変
容
ー

言
葉
と
物
の
関
係
か
ら
見
た
い
わ
ゆ
る
宋
詩

の
日
常
性
に
関
す
る

一
考
察
ー

」
(
『中
国
!

社
会
と
文
化
』

二
〇
号
、
二
〇
〇
五
年

)
に

「夜
半
鐘
声
至
客
船
」

の

「寺

の
鐘

を
夜
半

に
衝

く

こ
と
は
な

い
か
ら
張
継

の
詩

の
描

写

は
お
か

し

い
」
と

「蘇
州

で
は
夜

に
鐘
を
衝
く
」

と

い
う
議
論
を
宋
詩

の
日

常
性

か
ら
と
り
あ
げ

る
。
ま
た
、
堀
川
貴

司

「
日
本
中
世
禅
林

に

お
け

る
三
体
詩

の
受
容
i

二

つ
の
注
を
め
ぐ

っ
て
ー

」

(
『駒

沢
大
学
禅
研
究
所
年
報
』

一
七
号
、
二
〇
〇
六
年

、
の
ち

『詩

の

か
た
ち

・
詩

の
こ
こ
ろ
i

中
世
日
本
漢
文
学
研
究
ー

』
若
草

童
旦
房
、
二
〇
〇
六
年

に
再
録
)

に
も
こ

の
七
絶
を
取

り
上
げ

る
。

(
3
)

秋
山
哲

雄

「
都
市
鎌

倉

に
お
け

る
北
条
氏

の
邸
宅

と
寺
院
」

(
『史
学
雑
誌
』

一
〇
六
編
九
号
、

一
九
九
七
年
)
、
「都
市
鎌
倉

の

形
成

と
北
条
氏
」

(
五
味

文
彦

・
馬
淵
和
雄
編

『中

世
都

市
鎌
倉

の
実
像
と
境
界
』
所
収
、
高
志
書
院
、
二
〇
〇
四
年

)
参
看

。

(
4
)

『国
史
大
辞
典
』
第
六
巻

「最
明
寺
」

(葉
貫
磨
哉
執
筆
)

の
項

で
は
、
「
最
明
寺

が
禅
院

(臨

済
宗
)

の
形
態
を
整

え
る
時
期

は

分
明
で
は
な

い
が
、
…
…
」
と
す

る
。


